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I.は じめに
　厚生労働省は平成19年4月 に 「標準的な健診 ・保健
指導 プログラム(確 定版)」 を策定 し、特定健診 ・保健
指導が適切かつ円滑に進むよう、健診やその後の保健指
導、指導の評価について標準化 を図った。標準化の内容
には、管理栄養士が実施する栄養指導などを客観的に評
価するなど、食生活 についての的確 な特定保健指導が求
め られている。保健指導の現場で地域住民の疾患発症リ
スクを計算するッールあれば、対象者 を階層化 して適切
な保健指導の対策が立てやす く、またリスクを低減 させ
る食事について的確 に指導す ることができれば、生活習
慣病の予防が より効果的に実現すると考えられる。Ⅱ
.目 的
　脳卒中リスクを低減 させる食事 を提案するため、食事
調査から得 られた栄養素等摂取量、および食品群別摂取
量 を脳卒 中のリスクファクターと仮定 し、どの栄養素、
食品群が脳卒中リスクスコアに影響 を与えるかについて
検討することを目的 とした。
Ⅲ.研 究方法
　 1.対 象
　青森県津軽地方の2市 、K市 とG市 の平成17年 、18
年度の健診受診者、合計4675名 のうち、本研究の協力
に同意 した143名 を調査対象 とした。
　 2.食 事調査
　食事調査 はウィークデイの連続 した3日 間について、
レンズ付 きカメラを利用 し間食を含む全ての食事を撮影
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し、簡 単 な献 立表 を自己記入 す る方 法 をとった。 回収 さ
れた写真 と献 立表か ら、食 品群別摂取 量、栄養素 等摂取
量 を算 出 し、3日 間の平均 を1日 摂 取量 として解 析 した。
調味料 につ いては、青森県 で地域別 に調査 され た塩 分濃
度 の計測 結果1)を もとに、該 当地域 におけ る主菜 、副菜 、
汁物 な どの塩分量 を推定 した。解析 に関わ るバ イアス を
出来 るだけ少 な くす るた め、一人の管理 栄養士が 栄養 計
算 を行 った。 さ らに体 格差 を補 正す るため、主要栄養 素
につ い て はエ ネ ルギ ー比率(%)で 表 示 し、微 量 栄養 素
につ い て は1000kcal当 た りの摂 取量 に換 算 して表示 す
る方法 を採 った。
　 3． 検 査デ ー タとリス クス コアの計算
　 基礎 デ ー タは青森県K市 お よびG市 が平 成17、18年
に実施 した健 診で得 られた もの を用い た。実施項 目の内
容 は体 組 成 デ ー タ(身 長 、体 重 、BMI)、 血圧 、 血 液生
化 学 デー タ(総 コ レステ ロー ル、HDLコ レス テ ロール、
中 性 脂 肪(TG)、 ク レ ア チ ニ ン(CREA)、 　GOT(AST)、
GPT(ALT)、 γ-GTP、 血糖 、　HbAlc)で あ り、そ れを も
とに リス クス コアを計算 した。計算 には茨城 県脳 卒 中危
険度予測 ツール2)(茨 城 リスク)を 用 いた。
　 4． 解析 方法
　統 計 解析 はSPSS　 ver.15.0を 用 い、 リス クス コアの ロ
ジ ッ トを従属 変数、食物群 別摂取量 お よび栄養 素等摂取
量 を独 立変数 とす る重 回帰 分析 を行 った。変数 減少法 に
よって モデ ル を絞 り込 む と ともに、偏 回帰 係数 のt値 、
相 関お よび偏相 関係数、VIF値 の値 を考慮 しなが ら、使
用す る独 立変 数 を選択 した。た だ し、栄養学 的に重要 で
ある と考 え られ る独 立 変数 につ い てはt検 定 のp値 や、
偏相 関が大 きい場合 で も採用 す るこ とと した。Ⅳ
.結 果
　解析 対象 となったのは143名 の うち136名 で 、男 性が
83名 、女性 が53名 、平均 年齢 は66．8±8.4歳 で、男 性
は67.4±7.7歳 、女性 は65.8±9.4歳 で あった。
　独 立変数 に年齢、性 別、栄養 素等摂取量 を使用 した結
果、偏 回帰係 数 は、性 別-0.24(p=0,00)、 年齢0.43(p=0、00)、
βカ ロテ ン当量0。28(p=0.00)、 ビ タ ミ ンC-0.46(p=0.00)、
食物繊維 総量-0.41(p=0.05)で あ った。食 品群 別摂取 量 を
独 立 変 数 と した結 果 で偏 回帰係 数 が有 意 で あ った項 目
は、 性 別-0.21(p=0.01)、 年 齢0.47(p=0.00)で あ り、 栄 養
素等摂取量 の結果 と同様 、女性 であ るこ とが リス クス コ
アを低下 させ、高齢 に なるほ どリス クス コアが高値 にな
ることが認 め られ た。食 品群別 の結果で は、豆 類 の偏 回
帰係 数 は0.13(p=0.09)、 キノ コ類 は-0.13(p=0.09)、 卵類 は
0.16(p=0.05)と の結 果 であ った。 これ らの結果 か ら、 キ
ノ コ類 の摂取 が リス クス コアの低 下、卵類 、豆類 の摂取
が リス クス コアの増 加 に影 響 して い る こ とが認 め られ
た。 また、各 モデル で決 定 した項 目のみで偏相 関 を求 め
た結果、食物繊維 とその他 の野菜がr=0.45、 キノコ類
がr=0.32と2項 目で偏相関係数が高かった。卵類は コ
レステロールと偏相関係数が高 く(r=0.67)、豆類は食物
繊維量 と負の偏相関係数が高かった(r=α36)。Ⅴ
.考 察
　緑黄色野菜に含 まれるβカロテン当量 よりもビタミン
Cが 、またキノコ類 とその他の野菜に由来する食物繊維
が リスク低減に影響 しているとい う結果が得 られた。 ビ
タミンCは 抗酸化成分 として脳卒中 リスクを低下 させ
るという報告があ り、血圧の低下を介 して発症 リスクの
低減に働 くものと考えられる。また、キノコ類 を摂取す
ることが収縮期および拡張期血圧の低下 に影響 している
とい う報告 もある。これは、食物繊維の中でも水溶性食
物繊維の作用によると考えられる。 また、偏相関係数を
検討 し、緑黄色野菜お よび果物類 とビタ ミンCと 関連
が深いことが分かった。 これ らの結果か ら、ビタミンC
および食物繊維の摂取が リスクスコアに影響を与えてい
ることが示された。特 に、キノコ類 とその他の野菜から
の食物繊維、緑黄色野菜および果物類か らのビタミンC
が脳卒中リスクを低減させることが本研究で分かった。
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